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“出張” を持続的に最適管理する新たなアプローチ

TOPREPは出張改革を専門とするコンサルティング会社です

いかなる企業にも求められる

「間接費」の最適化

企業の永遠のテーマであるコスト削減に関して、「取り組んだことがない」

という企業を見つけるほうが難しい時代。

それでも以下の理由から、持続的に ”間接費” の最適管理を実現している

企業はそれほど多くないように見受けられます。

間接費の中でも1件あたりの金額が比較的多額になる傾向がある「出張

費」は最適化によるコスト削減の余地が特に大きいといわれています。

しかし日本企業においては、出張を専門的に管理している人財が自社にお

らず、また出張を専門的にコンサルティングする機関もありません。その

ため正確な現状把握や、分析のための仕組みを構築する事が難しく、コス

ト削減の機会を逃してしまっているケースが多く見られます。

コスト削減の課題意識が高い企業にとって、「出張費」は優先的に改革が

求められる領域であるといえます。

売上 利益

出張費5億円 の企業が

出張費20%削減に

成功した場合

1,000億円

50億円

出張費

5億円 4億円

1億円 削減

売上換算

20億円分

出張費改革の可能性

改善前 改善後

間接費は直接費と違い、自社の製品・

サービスや企業活動と結びつきがなく、

専門管理するのが困難なため

Designing with optimization

大幅なコスト削減の余地がある

余地がある「出張費」

実現できない理由1

様々なサービスやツールが出回る現代に

おいて、自社にとっての最適デザインが

何であるか見極めるのが難しいため

実現できない理由2



企業の出張における目標を達成するためには、多くのタスクが存在します。

コスト最適化はもちろんのこと、最適サプライヤの選定、購買データの可視化

及び出張費透明性の確保、渡航リスク管理など、その種類は多種多様です。

私たちは、企業のBTM構築のサポート実績からなるナレッジベースと、あらゆ

るビッグデータを融合し、企業の出張に関するタスクを一気通貫にサポート致

します。

デジタル時代の今日、社員が個々のデバイスを活用することで、いつでもど

こでも利便性高く出張手配を可能にするニーズが高まりつつあります。

次なる時代のあるべき姿は 「社員の利便性」と「内部統制」の両立です。

既成の運用方法にとらわれず、自由な手配方法を取り入れながらも、企業に

とって管理レベルの高い体制を図っていくことこそ、真の顧客満足度の向上

につながると私たちは考えています。

出張管理のプロによる高度な可視化の実現と出張費改革の達成

効果測定・企業目標達成フィードバック知見を生かした最適化コンサルティング出張に関わるさまざまなタスク

コスト管理

●コスト削減●透明性確保●可視化●分析

●経費管理●レポーティング

サプライヤ（交渉・選定）

●航空会社●ホテル●旅行代理店

●システムベンダー●リスク管理会社

運用

●出張規程●リスク管理●ユーザー満足度

●購買プロセス●精算●サービスレベル

次世代への対応

●オンライン化●BPR●自社オリジナルBTM

●グローバルBTM（現地法人管理）

トップレップが一括管理

データ集約による

可視化推進

蓄積データ･

情報を用いた

専門的分析

市場データ･情報との

比較による

課題点洗い出し

プロフェッショナルによる

管理体制の構築･刷新

意思決定の
スピード向上

可視化

透明性の確保

選択肢の多様化

生産性向上

コスト削減

社会的責任への対応

内部統制強化

目標達成

トップレップの最適化デザイン
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